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男女共同参画都市宣言

（市制百周年記念）

美しい自然と確かな歴史、豊かな文化に恵まれた会津若松市の市民として、

誇りと自信を持ち、男女の平等を基本理念に、「男女共同参画都市」を宣言

します。

１　わたしたちは　性別にとらわれず、ひとりひとりの人権が尊重され、

個性と能力が生かせる会津若松市をめざします。

１　わたしたちは　お互いを認めあい支え合って、あらゆる分野に男女が

共同で参画でき、いきいきと暮らせる会津若松市をめざします。

１　わたしたちは　共に手をとりあい、かけがえのない地球の環境を守り、

平和で豊かな会津若松市をめざします。

2000年2月27日

会津若松市



は じ め に



会津若松市は、このような男女共同　　

■一人ひとりの個性と能力が生かされる社会

■人権が尊重される社会



　参画社会の実現を目指しています。

■家庭生活における活動と他の活動が両立できる社会

■世界の人々と一緒に取り組んでいます

■男女があらゆる政策・方針決定の場に共同参画できる社会
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基本目標Ⅰ

基本目標Ⅱ

基本目標Ⅲ
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（１）　行政の役割

（２）　事業者や市民団体に期待される役割

（３）　市民に期待される役割



男女共同参画社会の実現の必要性
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■　男女の地位の平等感について

■　「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考えについて

0.3%0.3%

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば女性の方が優遇されている
どちらかといえば男性が優遇されている

平等である

家庭生活 11.9% 46.4% 29.9%

11.5%

14.5%

19.7%

25.0% 42.5% 25.3%

45.9% 23.2% 5.7%

47.1% 25.7% 7.6%

72.7% 6.6%

7.7% 3.2%

0.8%

0.8%

学校教育

職　　場

習　慣・
しきたり

政治の場

女性の方が非常に優遇されている 無回答

5.7%

4.6%

5.0%

4.8%

0.4%

0.4%

2.1%

学校教育については平等

であり、その他の領域で

は、男性が優遇されてい

ると感じている人が多い

ことがわかります。

特に「習慣・しきたり」に

おいては、平等であると

感じている人は、ほぼ２

割にとどまっています。

2.7%2.7%

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

0%

全体 9.5%

11.5%

7.9% 30.9% 16.9% 37.3%

33.2% 15.8% 33.5%

32.2% 16.4% 35.5%

2.7%

3.8%

男

女

10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

そう思う

わからない 無回答

2.8%

3.1%

2.6%

4.3%

どちらかといえばそう思う
どちらかといえばそう思わない そう思わない 全体では、否定派が

51.9％であり、肯定派を

上回っています。しかし

ながら、男女の比較で

は、女性の否定派の方が

男性より4.9ポイント高

く、男女において性別に

よる役割分担意識の違

いが表れています。
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■ 「女性が職業をもつことについて」の考え方

■　「女性及び男性の望ましい生き方」についての考え方

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

0％

国（H19）
n＝3118人

県（H16）
n＝919人

市（H19）
n＝715人

0.8％
2.7％

5.0％

0.8％

3.6％

5.5％ 10.7％ 43.4％ 33.0％

1.4％

2.3％

6.0％ 39.3％ 38.0％

2.8％

5.3% 2.8％

7.0％ 39.6％ 40.8％ 4.8％

2.8％

1.5％

10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％

女性は職業をもたない方がよい

子どもができるまでは、職業をもつ方がよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら職業をもつ方がよい

わからない

子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい

その他

無回答

結婚するまでは職業をもつ方がよい

「子どもができたら職業を

やめ、大きくなったら再び

職業を持つ方がよい」の考

え方が、男女ともに4割を

超えています。この背景に

は、性別による固定的役割

分担意識や子どもを産み

育てやすい環境が整って

いない現状が伺えます。

男
女

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

〔女性の生き方について〕

0.6%

7.8%

39.4%

31.7%

12.7%

5.9%

1.9%

0.8%

11.8%

38.1%

36.1%

8.2%

3.6%

1.5%

〔男性の生き方について〕

6.5%

46.0%

35.4%

5.3%

1.6%

3.7%

1.6%

4.9%

45.0%

36.3%

4.6%

0.3%

2.6%

6.4%

0%10%20%30%40%50%60% 60%50%40%30%20%10%0%

わからない

無回答

家庭生活または地域活動よりも、
仕事に専念する

家庭生活または地域活動にも携わ
るが、あくまで仕事を優先させる 

家庭生活または地域活動と仕事を
同じように両立させる

仕事にもたずさわるが、家庭生活
または地域活動を優先させる

仕事よりも、家庭生活または
地域活動に専念する 

「男性の生き方について」

最も多い回答は、「家庭生

活または地域活動にも携

わるが、あくまで仕事を優

先させる」であり、一方、

「女性の生き方について」

は、「家庭生活または地域

活動と仕事を同じように

両立させる」となっていま

す。ここでも、「男性は仕

事、女性は家事・育児・仕

事」の意識が伺えます。
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■　年齢３区分別人口の推移

■　出生数及び合
※

計特殊出生率の推移

資料：国勢調査（各年10月1日現在／すべて合併後の領域で集計）

H17

H12

H７

H２

S60

S55

S50

S45

0～14歳 15～64歳 65歳以上

24.1%

23.2%

22.1%

21.1%

19.7%

18.0%

16.4%

14.9%

68.3%

68.0%

67.6%

67.1%

66.1%

64.7%

63.3%

61.8%

7.6%

8.8%

10.3%

11.7%

14.2%

17.3%

20.3%

23.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

平成17年には高齢化率（総

人口に占める65歳以上の人

口の割合）が23.0％になり、

本市は超高齢社会であると

いえます。

少子高齢化の進展に伴い、

15～64歳までの労働力人

口が減少し、地域活力の低

下や社会保障の負担増な

ど、新たな課題が挙げられ

ています。

1,0721,1371,1021,2021,2671,2481,380

1.321.291.32
1.361.38

1.43
全国

1.50

1.54
1.61

1.671.68
1.70

1.52

会津若松市
1.79

1.51
1.57

1.651.65

1.71

1.49

福島県
1.77

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

H６ H８ H10 H12 H14 H16 H18
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2.00

本市の平成18年の合計特殊出

生率は1.52です。現在の人口を

維持するには、最低2.08は必

要と言われています。

少子化の要因について、様々な

指摘がされていますが、主な要

因としては、未婚化、晩婚化の

進展、さらには、子育てにかか

る経済的負担などによる夫婦

の出生力の低下などが挙げら

れています。

資料：国勢調査、福島県人口動態の現況市分は、独自に計算したもので5歳毎出生率を5倍した合計です。

※「合計特殊出生率」とは、1人の女
性が一生の間に生む子どもの平均
の数に相当します。
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■　家族類型の推移

■　男女別単身高齢者（65歳以上）世帯の推移

資料：国勢調査（各年10月1日／平成12年より合併後の領域で集計）

単身世帯 夫婦のみ 夫婦と子ども 片親と子ども

3世代 その他の親族世帯 非親族世帯

S60 23.2%

24.4%

27.2%

27.6%

28.3% 17.8% 24.2% 9.5% 15.0%

4.7%

17.6% 25.4% 8.2% 15.6%

5.3%

0.4%

17.6% 27.8% 7.8% 14.5%

4.8%

16.5% 30.7% 7.5% 16.4%

4.5%

14.6% 33.1% 7.0% 17.4%

4.5%

0.2%

H２

H７

H12

H17

0.1%

0.3%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「単身世帯」、「夫婦の

み世帯」、「片親と子ど

も世帯」が増えており、

「夫婦と子ども世帯」、

「3世代」が減ってきて

います。少子化が要因

のひとつといわれる小

世帯化が進行している

現状が伺えます。

会津若松市

女

国

福島県

国

男

会津若松市

福島県

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

Ｓ60 Ｈ２ Ｈ７ Ｈ12 Ｈ17

％

国・県と比較しても、

本市は女性の単身高

齢者の世帯が多いこ

とがわかります。高齢

者が安心して暮らせる

ための条件の整備は

もちろんのこと、高齢

期の所得保障の充実

のために、現役時代に

おける、女性自身の社

会的・経済的自立が

求められています。

資料：国勢調査（各年10月1日／平成12年より合併後の領域で集計） 
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■　年代別未婚率の推移

■　年齢別就労率の推移

資料：国勢調査（各年10月1日／平成12年より合併後の領域で集計） 

47.4%

51.0%

56.2%
59.1% 60.7% 60.8%

26.7%

31.4%

35.0%

41.0%

45.0%
48.1%

19.2%

24.9%
27.1%

32.1%
39.3% 40.4%

9.3%
10.9%

11.6% 16.2%

22.1%
26.3%

7.3%

12.9%

18.0%
20.6%

23.7%

29.0%

5.3% 6.5% 6.8% 7.2%
10.9%

15.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

S55 S60 H２ H７ H12 H17

25～29歳男

25～29歳女

30～34歳男

30～34歳女
35～39歳男
35～39歳女

各年齢別でみると、男女

問わず未婚化が進行し

ていることがわかりま

す。これは、若い世代の

女性の労働力率が上昇

してきた一方で、仕事と

子育てを両立できる環

境が十分に整っていな

いことが、未婚化や晩婚

化につながっていると

推測され、また、男女双

方の高学歴化も晩婚化

に影響を与えていると

いわれています。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%
H12男

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

資料：国勢調査（すべて合併後の領域で集計） 

H12女

H17男

H17女

男性に比べ、女性

は明らかにＭ字カ

ーブを描いていま

す。これは、女性が

出産・育児を契機

に、一旦仕事をや

め、子育てが一段

落してから再就職

している状況を示

しています。
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本市では、育児休業

制度を定めていな

い事業所が45％と

高く、仕事と家庭の

両立支援が進んで

いない現状が伺え

ます。男女がともに

働きやすい職場環

境や制度等の整備

が企業に求められ

ています。

会津若松市 福　島　県

定めている
93.4%

定めて
いる
55.0%

定めて
いない
45.0%

定めて
いない
6.6%

対象：市内の1000事業所無作為抽出
資料：平成19年度労働事情実態調査結果報告書
　 （会津若松市・会津若松商工会議所）

対象：常用労働者30人以上雇用する民間事業所
資料：平成19年労働条件等実態調査結果報告書
　 （福島県商工労働部労政グループ）

■　育児休業制度の有無

■　審議会等における女性委員の比率

資料：国　　　（各年9月30日現在）
　　  福島県・市（各年4月1日現在）

32.4

35.2

18.9

18.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

福島県

国

市町村平均

会津若松市

行政の施策や方針を決

定する場への女性の参

画がまだ十分ではあり

ません。
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■　町内会長等に占める女性の割合

■　ＰＴＡ会長に占める女性の割合

資料：福島県（平成20年4月1日現在）

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

（％）

郡山市 福島市 喜多方市 いわき市
会津
若松市 南相馬市 須賀川市二本松市本宮市 白河市 田村市相馬市 伊達市

3.6女性の割合 3.1 2.6 2.2 1.8 1.7 1.7 1.6 1.4 0.9 0.7 0.6 0.0

これまでは、町内

会長はほとんど

が男性でしたが、

平成20年には、

女 性の 割 合 が

1.8％となってい

ます。低い数値で

はありますが、県

内13市で5番目と

なっています。

資料：福島県（平成19年10月1日現在）

40

35

30

25

20

15

10

5

0

（％）

福島市 いわき市 伊達市
会津
若松市 本宮市 須賀川市 南相馬市二本松市白河市 相馬市 喜多方市田村市 郡山市

35.8女性の割合 22.8 21.7 20.3 20.0 11.9 10.3 9.3 8.9 6.8 6.7 5.0 0.0

近年、女性のＰＴ

Ａ会長が増えてき

ており、県内13市

で4番目となって

います。





計 画 の 内 容
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男女平等のための意識づくりⅠ

男女共同参画の社会環境づくりⅡ

人権が侵害されることのない社会づくりⅢ

す
べ
て
の
市
民
が
、性
別
に
か
か
わ
り
な
く
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、そ
の
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、あ
ら
ゆ
る

分
野
に
と
も
に
参
画
し
、支
え
合
い
、責
任
を
担
う
社
会
を
目
指
し
ま
す
。

基本理念 《基本目標》 《施策の方向性》 《重点事業》

5年間の計画の内容について評価し公表する

情報紙等による広報・啓発
関係図書・ビデオの整備
出前講座等の実施

男女混合名簿導入の推進
男女平等に関する作文募集
教育の場における男女平等教育の推進
生きるための性教育の推進

おもしろい・楽しい、家事育児事業
家族いきいき事業
家族経営協定推進事業

女性のためのステップアップ講座の実施
「きらめき女性塾」の開催
女性の人材情報の整備
審議会等の女性登用促進

男女の人権尊重の視点

計画推進の視点

ジェンダーに敏感な視点

国際理解と国際交流活動の推進15

事業主理解促進
男女共同参画推進事業者表彰
就労・生活環境などの整備促進
子育て家庭への各種サービスの充実

女性の就業支援
農村女性の活動支援

NPO活動支援事業22

男女共同参画推進活動のネットワーク化23

24
25
26
27

庁内推進体制の充実・強化
女性職員のエンパワーメント／女性職員登用の促進
セクシュアル・ハラスメント防止事業
育児休業等を取得しやすい環境の整備

拠点となる機能の整備28

29
30

31
32
33
34

市民意識調査・実態調査の実施
統計資料等の整備

刊行物の表現の見直し
女性への暴力の根絶
相談窓口の拡充
リプロダクティブ・ヘルス／ライツに関する意識の浸透

○市民意識調査
○事業の進捗状況についての調査
○男女共同参画のデータブック作成

進　行　管　理

女性のエンパワーメントの
拡大の視点

１
2
3

4
5
6
7

8
9
10

11
12
13
14

16
17
18
19

20
21

 １ 反発・誤解解消

 ２ 子どもの基点化

 ３ 男性のチャレンジ／家族いきいき

 ４ 女性のステップアップ

 ５ 国際理解と国際交流活動の推進

 ６ 男女がともに働きやすい環境づくり

 ７ 女性のチャレンジ支援

 ８ 市民主役化

 ９ 男女共同参画推進活動のネットワーク化

 10 市役所が率先していく改革

 11 拠点となる機能の整備

 12 調査／情報収集と提供

 13 権利擁護

■計画の体系
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基本目標Ⅰ
男女平等のための意識づくり
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施策の方向性１

反発・誤解解消

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 平等である

どちらかといえば女性のほうが優遇されている 女性の方が非常に優遇されている 無回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭生活 11.9%

11.5%

14.5%

25.0% 42.5% 25.3%

45.9% 23.2% 7.6%

72.7% 6.6%

46.4% 29.9% 7.7%

3.2%

学校教育

職　　場

習 慣・
しきたり

政治の場

0.8%

0.4%

0.3%

5.7%

4.6%

5.0%5.7%23.2%45.9%19.7%

4.8%

2.1%

0.4%

2.7% 0.8%

■　男女の地位の平等感について



第
４
章

23

１

２

３

◆男女共同に関するいろいろな話を聞く機会があれば
真剣に考えることもできるので、今後もセミナーな
どを開催してください。
◆ホームページは、利用できる人が限られているの
で、いろいろな媒体を使って啓発、広報を継続して
いくことに意義があると思います。

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性が優遇されている 平等である

どちらかといえば女性のほうが優遇されている 女性の方が非常に優遇されている わからない

無回答

0% 10%

市（H19）
n=715人

11.9% 46.4%

17.7%

8.4% 39.8% 42.0% 6.5%

43.4% 28.3%

3.4% 1.0% 2.9%

29.9% 7.7%

0.8%

3.2%

県（H16）
n=919人

国（H19）
n=3118人

20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3.4%

2.2%

1.1%

国・県との比較（家庭生活）



24

子ども人生講座
「男女平等について考える」より

施策の方向性２

子どもの基点化

子ども人生講座「生きるための性教育」より

子どもの意見

子どもの意見
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４

５

６

７

◆小さい頃からの教育が、男女の性差を生み出
していると思います。
◆中学校、高校までに、互いの違いを正しく認
識させ、尊重することをきちんと教えるべき
です。
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施策の方向性３

男性のチャレンジ／家族いきいき

いつもやる 分担してやる

全くやらない

男 7.5％

70.3％

14.6％

74.2％ 12.5％ 6.6％

29.5％ 47.8％

0.3％3.7%

16.1％ 9.0％

2.0％

6.8％ 44.1％ 37.0％

0.9％

3.7％

女

男

女

時々やる

無回答自分にあてはまらない

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

2.8％

2.3％

4.0％

3.8％

0.3％

食事のしたく

洗　濯

■　家庭での家事分担状況
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■　一日に費やす時間

８

９

10

◆「女性は家事をするもの」という意識が男性に根強く
残っているため、協力を得られず女性は疲れています。
◆男性の意識を変える具体的な企画が少ない。
◆女性にしかできないことは、出産と授乳くらいであり、
これ以外は男性女性区別なくできることではないかと
思います。

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

14分

1時間19分

3時間19分

3時間55分

5時間25分

0 100 200 300 400
分

3分

15分

39分

8時間45分

6時間37分

0100200300400500600

仕事

仕事
（50代まで）

家事

育児

介護・看護
分

男 女
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施策の方向性４

女性のステップアップ

資料：国　　　（各年9月30日現在）
　　  福島県・市（各年4月1日現在）

福島県

国

市町村平均

会津若松市

35.2

32.4

18.9
18.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

H９ H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

（％）

■　審議会等における女性委員の比率
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■　県内13市の女性の登用状況

女性委員を含む審議会等の割合・女性委員の割合

女性の管理職の割合

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

％

女性委員を含む
審査会等の割合

女性委員の割合

伊達市 いわき市 会津
若松市喜多方市須賀川市 南相馬市二本松市郡山市福島市 田村市相馬市白河市本宮市

78.3

27.7

82.1

26.6

83.8

26.4

90.6

25.7

86.8

24.6

66.7

22.6

78.3

21.2

80.5

18.6

72.7

18.3

65.0

17.9

77.3

17.6

79.4

17.1

62.5

13.4

資料：福島県（平成20年4月1日現在）

資料：福島県（平成20年4月1日現在）

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

％

田村市 本宮市 郡山市 南相馬市 喜多方市 いわき市
会津
若松市須賀川市 二本松市白河市 伊達市 福島市 相馬市

女性の割合 １６.５ 12.2 7.5 7.1 6.9 6.2 4.3 3.3 2.3 2.1 1.6 1.5 1.4



30

11

12

13

14
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施策の方向性５

国際理解と国際交流活動の推進

15



32

基本目標Ⅱ
男女共同参画の社会環境づくり



第
４
章

33

施策の方向性６

男女がともに働きやすい環境づくり

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

4分

5時間27分

3時間24分

6時間47分

11時間4分

0

6時間47分

0

0 100 200 300 400 500 600 700
分

0

1時間19分

40分

8時間19分

0

1時間14分

19分

9時間58分

0100200300400500600700

仕事

家事

育児

介護
看護

分

共働き
n=19人

共働きでない
n=12人

共働き
n=20人

共働きでない
n=14人

男 女

■　一日の時間の費やし方
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◆育児・介護など、どうしても女性が中心になりが
ちなので、育児や介護に関するサービスや助成を
もっと充実して欲しい。

◆女性が仕事をしながら、安心して子育てできる環
境整備が必要だと思います。

■　家庭生活についての感じ方

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

幼児がいる人のみ
n=68人

50.0%

25.0%

3.1%

21.9%

37.5%

9.4%

18.8%

6.3%

28.1%

50.0%

41.7%

5.6%

16.7%

41.7%

13.9%

16.7%

5.6%

8.3%

全体
n=715人

22.7%

15.8%

8.4%

24.8%

36.0%

17.1%

3.4%

3.7%

2.5%

35.0%

26.3%

7.4%

28.9%

29.9%

29.2%

14.1%

3.6%

3.6%

2.6%

37.3%

0%10%20%30%40% 60%0% 10% 20% 30% 40% 50%

忙しい

疲れる

さびしい

ほっとする

楽しい

のびのびできる

明るい

暗い

その他

無回答

男

女
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16

17

18

19
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施策の方向性７

女性のチャレンジ支援

■　年齢別就労率の推移

資料：国勢調査（すべて合併後の領域で集計） 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

H12女 H12男 H17女 H17男
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20

21



38

施策の方向性８

市民主役化
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■　「会津若松市男女共同参画推進条例」が制定されたこと

■　「会津若松市男女共同参画推進プラン」があること

全体

男

女

知っている

０% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞いたことがある 知らない 無回答

11.0%

9.2% 14.3% 70.8% 5.6%

16.8%13.4% 64.3% 5.6%

15.5% 67.8% 5.6%

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

知っている 聞いたことがある 知らない 無回答

０% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体 9.4%

9.9% 18.3% 65.2% 6.5%

9.0% 14.1% 72.1% 4.9%

15.9% 69.1% 5.6%

男

女



40

22

◆自分にはあまり関係ないと思っている人が多いので
はないでしょうか。
◆市の取組みに関する広報など、日ごろからあまり見
ていません。市で一生懸命発信しても受信者側が見
ないとどうしょうもないですね。

◆アンケートを機会に、会津若松市の取組みがよく理解できた。知らない
部分が多かったので、市政だよりや情報紙など意識して読むように心が
けたいと思います。
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施策の方向性９

男女共同参画推進活動のネットワーク化

23



42

施策の方向性10

市役所が率先していく改革

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

2.4%
2.4% 2.1%

43.9%
37.7%

25.6%

6.9%4.9%
0.7%

21.0%
21.7% 23.2%

6.5%5.3% 2.4%

16.5%
16.0% 14.5%

86.7%

88.9%
94.1%100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
責
任
の
重
い
仕
事
は
、
男
性
に
任

せ
る
べ
き
で
あ
る

上
司
が
意
識
し
て
女
性
に
責
任
の

あ
る
仕
事
を
任
せ
る
こ
と
も
必
要

で
あ
る

女
性
自
身
が
も
っ
と
責
任
を
持
っ

て
仕
事
に
臨
む
べ
き
で
あ
る

男
性
は
遅
い
時
間
ま
で
残
業
す
る

こ
と
は
仕
方
が
な
い

女
性
に
遅
い
時
間
ま
で
残
業
さ
せ

る
こ
と
は
無
理
で
あ
る

男
性
は
家
事
や
育
児
も
大
事
で
あ

る
が
、
仕
事
の
方
が
も
っ
と
大
事

で
あ
る

女
性
は
仕
事
も
大
事
で
あ
る
が
、

家
事
や
育
児
を
優
先
す
べ
き
で
あ

る 男
性
も
女
性
も
仕
事
と
家
庭
が
両

立
で
き
る
よ
う
な
職
場
環
境
の
整

備
が
必
要
で
あ
る

30.3%
31.0% 32.2%

全体

男

女

■　仕事に対する考え方
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■　育児休業に対する考え方

■　市町村の女性の管理職の割合

親として子育てに関わることは重要であり、是非取りたいと思う

経済的理由から取れない
仕事や周りへの負担を考えると取りづらい

資料：平成19年度全職員対象アンケート調査

全体 33.5%

女

男

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ほかに養育する家族がいるので取る必要がない
取りたいと思うが、周りの目が気になり取りづらい

その他 無回答

13.5% 25.1% 5.3% 12.1%

4.0%

6.5%

55.7%

22.4% 17.6% 27.7% 7.1% 14.5% 4.6% 6.2%

5.5% 20.4% 7.6% 6.2%

2.8%1.7%

資料：福島県（平成20年4月1日現在）

18

16

14

12

10

8

6

4

2

0

％

田村市 本宮市 郡山市 南相馬市 喜多方市 いわき市
会津
若松市須賀川市 二本松市白河市 伊達市 福島市 相馬市

女性の割合 １６.５ 12.2 7.5 7.1 6.9 6.2 4.3 3.3 2.3 2.1 1.6 1.5 1.4
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24

25

26

27
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施策の方向性11

拠点となる機能の整備

28



46

施策の方向性12

調査／情報収集と提供

29

30
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基本目標Ⅲ
人権が侵害されることのない社会づくり
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施策の方向性13

権 利 擁 護

資料：平成19年度男女共同参画に関する意識調査

全体

男

女

何度も受けた

大声で怒鳴るなど人格を否定するような言動

0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

１、２度受けた
６.3％

10.7％ 8.4％

０.9％
0.3％

４.８％

全体

男

女

何度も受けた

医師の治療が必要でない程度の暴力

0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0%

１、２度受けた
1.4％

2.3％ 6.1％

0.3％
0.6％

3.6％

■　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）について
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夫・パートナーからの暴力の実態

31

32

33

34





計 画 の 推 進

第5章
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資料編

■第3次会津若松市男女共同参画推進プラン（改訂版）策定経過

■諮問書・答申書

■会津若松市男女共同参画審議会委員名簿

■男女共同参画推進プラン策定市民会議構成員名簿

■男女共同参画推進プラン策定市民会議開催要綱

■会津若松市男女共同参画行政連絡会議設置要綱

■男女共同参画ワーキンググループ設置要綱

■男女共同参画に関する国内外の動き

■会津若松市男女共同参画推進条例

■男女共同参画社会基本法

■日本国憲法（抄）

■女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約

■会津若松市男女共同参画ビジョン会議の示す男女共同参画社会

づくりへの取組みに関する段階的認識モデル
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開　催
年月日

男 女 共 同
参画審議会

行　　政
連絡会議

ワーキング
グ ル ー プ 市民会議 内　　　　容

Ｈ19
7/3～7/10
7/20～
8/10

10月25日

11月7日

11月29日

Ｈ20　　
1月18日

1月24日

1月25日

3月18日

4月23日

6月3日

7月10日

7月11日

7月30日

8月20日
9月17日

9月25日

10/15～
11/17

11月14日
12月19日
Ｈ21　　
1月29日
2月5日

2月13日

第3次会津若松市男女共同参画推進プラン（改訂版）策定経過
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諮　問　書

答　申　書
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答　　申
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役職名 氏　　　名 所　　　　属

会津若松市男女共同参画審議会委員名簿
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男女共同参画推進プラン策定市民会議構成員名簿

氏　　　名 推せん団体等
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男女共同参画推進プラン策定市民会議開催要綱
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会津若松市男女共同参画行政連絡会議設置要綱
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男女共同参画ワーキンググループ設置要綱

部 及 び 局 課 及 び 館
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男女共同参画に関する国内外の動き
年 国　　連 日　　本 福島県（年度で掲載） 会津若松市（年度で掲載）

1975年
（昭50年）

1976年
（昭51年）

1977年
（昭52年）

1978年
（昭53年）

1979年
（昭54年）

1980年
（昭55年）

1981年
（昭56年）

1983年
（昭58年）

1984年
（昭59年）

1985年
（昭60年）

1986年
（昭61年）

1987年
（昭62年）

1988年
（昭63年）

1990年
（平2年）

1991年
（平3年）
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年 国　　連 日　　本 福島県（年度で掲載） 会津若松市（年度で掲載）

1992年
（平4年）

1993年
（平5年）

1994年
（平6年）

1995年
（平7年）

1996年
（平8年）

1997年
（平9年）

1998年
（平10年）

1999年
（平11年）

2000年
（平12年）

2001年
(平13年) 
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年 国　　連 日　　本 福島県（年度で掲載） 会津若松市（年度で掲載）

2002年
（平14年）
　

2003年
(平15年)
　

2004年
（平16年）
　

2005年
（平17年）
　

2006年
（平18年）

2007年
（平19年）

2008年
（平20年）
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会津若松市男女共同参画推進条例

第１章　総則
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第2章　男女共同参画の推進に
　　関する基本的施策
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第３章　苦情等の処理

第４章　会津若松市男女共同
参画審議会

第５章　雑則
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男女共同参画社会基本法

第１章　総則
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第２章　男女共同参画社会の形成の
　　　促進に関する基本的施策 



74

第３章　男女共同参画会議
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日本国憲法（抄）

第２章　戦争の放棄

第３章　国民の権利及び義務
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第10章　最高法規
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女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関する条約
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第　１　部
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第　２　部

第　３　部
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第　４　部
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第　５　部
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第　６　部
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Ⅰ　普遍的正義としての男女平等　～　人類にとっての根源的課題

　「当たり前」の中身

会津若松市男女共同参画ビジョン会議の示す

男女共同参画社会づくりへの取組みに関する段階的認識モデル

2003年3月
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男女平等の
価値基準
　　　≒

図1　男女共同参画社会づくりへの取組みに関する段階的認識モデル

人
権
価
値
基
準
軸

現在

現実レベルA

変わる
社会基準

追いかける
努力

「○ヶ年計画」
……事業
……事業

時間・時代軸

具体的施策展開
望ましいレベル
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　一つの現実

Ⅱ　「自分の問題」化
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　それぞれの問題
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Ⅲ　変わる社会基準

　終わらない課題
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Ⅳ　当面の取組み

[1]  子どもたちへの期待
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[2] 具体的なこと

[3]  公的部門の先行

[4] モデル設定による理解促進

[5]  関係資料の徹底普及
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